
 

 

  

二
十
七
年
度
以
降
の
目
標 

「
ラ
オ
ス
に
移
動
図
書
館
と
絵
本
を
寄
贈
す
る
。」 

達
成
は
３
年
間
を
目
途
と
す
る
。 

目
標
達
成
の
た
め
に 

①
会
員
の
拡
大 

②
基
金
箱
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
等
の
募
金
拡
大
活
動 

③
新
規
事
業
の
着
手 

会
員
の
拡
大
は
３
０
０
名
を
目
標
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

更
新
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
定
例
開
催
す
る
。 

（
社
）
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
交
流
会
を
新
設
す
る
。 

          

 

み
ど
り
の
は
っ
ぱ 

 

 

【発行者・所在地】 

グリーンポスト事務局 

大阪市西区土佐堀１－６

－３ JAM西日本会館 

☏06-4963-0003 

 

http://www.green-post.or.jp 

Vo.6 

去
る
五
月
二
十
三
日
（
土
）
あ
ま
の
井
（
大
阪
市
中
央
区
）

に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
の
活
動
も
６
年
が
経
過
し
、
《
二
〇
〇
九

年
一
二
月
設
立
》
昨
年
十
一
月
に
は
、
大
目
標
で
あ
っ
た
学
校

建
設
の
夢
を
実
現
し
ま
し
た
。 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
。
（
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
検
索
） 

今
理
事
会
の
議
題
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
小
学
校
建
設

の
評
価
・
反
省
と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
会
員
拡
大
並
び
に

募
金
箱
等
の
基
金
運
営
状
況
報
告
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
な

ど
が
上
が
り
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
議
事
進
行
し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
会
計
報
告
も
確
認
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
は
役
員
改
選
の
年
で
す
が
、
全
員
再
任
さ
れ
、
会
長
職

を
廃
止
し
、
顧
問
職
を
創
設
し
ま
し
た
。
（
別
記
） 

募
金
箱
の
デ
ザ
イ
ン
刷
新
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
配
置
）
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。
会
員
拡
大
を
３
０
０
名
を
目
標
と
し
、
早

急
に
１
０
０
名
と
し
た
い
。
会
員
拡
大
策
の
検
討
。 

ま
た
、
支
援
者
の
拡
大
で
寄
付
金
を
増
や
し
て
い
く
。 

 

第
３
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
を
五
月
三
十
日
（
土
）
開
催
し 

ま
し
た
。 

今
後
、
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
交
流
会
を
実
施
。
本
年
は
七
月
頃

の
予
定
で
す
。 

各
行
事
へ
の
参
画
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

☆
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
第
１
６
回
理
事
会
開
催
！ 
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【
第
３
回
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
ペ
開
催
】 

 

平
成
二
十
七
年
五
月
三
十
日
（
土
）
ル
ー
ト
２
５
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
、
参
加
者
十
九
名
に
よ
り
第
二
十
四
回
タ
コ
ン

ズ
杯
（
代
表
幹
事
田
嶋
靖
彦
）
と
の
ダ
ブ
ル
コ
ン
ペ
で
開
催
し

ま
し
た
。 

今
回
の
タ
コ
ン
ズ
の
会
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
で
、
ｗ
コ
ン
ペ

と
し
て
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

当
日
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
基
金
七
千
百
二
十
円

は
ラ
オ
ス
の
移
動
図
書
館
基
金
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
の

成
績
は
、
西
嶋
義
雄
さ
ん
が
優
勝
、
準
優
勝
が
園
田
龍
一
さ
ん
、

三
位
が
西
本
孝
也
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

ま
た
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
第
四
回
か
ら
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

   

株
式
会
社
萬
栄
と
は
ど
ん
な
会
社
？ 

所
在
地
：
大
阪
市
中
央
区
南
久
宝
寺
町
３-

３-

１
１ 

総
合
商
社
と
し
て
、
事
業
展
開
（
繊
維
製
品
・
生
活
用
品
の

卸
売
） ○

資
本
金
６
６
０
０
万
円 

○
売
上
高 

３
５
６
億
円 

○
従
業
員
数
５
８
４
名 

通
常
は
小
売
店
卸
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
が
、
グ
リ
ー
ン

ポ
ス
ト
会
員
は
、
希
望
に
よ
り
萬
栄
会
員
カ
ー
ド
・
家
族
カ
ー

ド
が
発
行
で
き
ま
す
。 

お
問
合
せ
は
、
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
事
務
局
ま
で 

グ
リ
ー
ン
ポ
ス
と
会
員
限
定 

萬
栄
会
員
カ
ー
ド
発
行
（
年
会
費
無
料
） 

（
社
）
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
役
員 

理 

事 

長 

高
橋 

秀
直 

副
理
事
長 

酒
井 

信
夫 

常
務
理
事 

上
田 

順
三 

理 
 

 

事 

橋
本 

聖 

理 
 

 

事 

酒
井 

弘 

理 
 

 

事 

坂
根 

元
彦 

理 
 

 

事 

中
村 

英
次 

理 
 

 

事 

松
本 

昇
浩 

理 
 

 

事 

森
山 

道
朗 

理 
 

 

事 

城
戸 

勝
昭 

理 
 

 

事 

田
川 

兆
伸 

監 
 

事 

今
井 

知
子 

顧 
 

問 
相
馬 

達
雄 
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私
た
ち
（
社
）
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
は
構
成
メ
ン
バ
ー
と
会
員
の

皆
さ
ま
、
そ
し
て
ご
支
援
し
て
く
だ
さ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々

と
一
緒
に
な
っ
て
、
ラ
オ
ス
の
地
に
移
動
図
書
館
を
走
ら
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
ラ
オ
ス
の
子
供
た
ち
に
、

さ
さ
や
か
で
も
勉
強
の
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

第
十
六
回
グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
会

員
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

七
月
二
十
一
日
か
ら
一
泊
二
日
の
小
旅
行
で
、
朝
の
十
時
三

十
分
に
大
阪
駅
集
合
し
、
出
発
。
新
快
速
電
車
で
三
回
乗
り
換

え
て
、
下
呂
温
泉
小
川
屋
ま
で
行
き
ま
し
た
。 

参
加
者
は
八
名
。
年
齢
は
全
員
六
〇
歳
以
上
で
し
た
が
、
楽

し
い
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。 

六
五
歳
を
超
え
ら
れ
た
方
は
Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
会
員

に
な
ら
れ
方
が
旅
費
は
お
得
で
し
た
。 

次
回
は
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。
第
２
回
は
道
後
温
泉
ま
で
列
車
の
旅
を
検
討
し
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
ご
希
望
を
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 ※
お
知
ら
せ 

基
金
募
金
箱
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝
状
を
手
交

し
ま
し
た
。 

基
金
確
保
の
た
め
に
、
基
金
箱
を
設
置
場
所
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。 

第
一
回
の
回
収
は
約
６
万
円
、
第
二
回
は
約
７
万
６
千
円

の
基
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ラ
オ
ス
の
子
供
た
ち
に
移
動
図
書
館
を 

ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
と
は 

・
国
の
概
要
／
ラ
オ
ス
は
、
縦
に
流
れ
る
メ
コ
ン
河
の
中 

心
に
位
置
し
、
国
の
周
囲
を
真
上
か
ら
左
回
り
に
、
中
国
、 

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
５
つ 

の
国
に
囲
ま
れ
て
い
る
内
陸
国
で
す
。
国
土
面
積
は
日
本 

の
本
州
に
相
当
す
る
約
２
４
万
ｋ
㎡
、
国
土
の
約
４
０
％ 

は
山
岳
地
域
に
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東
部
を
源
流
と
す 

る
メ
コ
ン
河
が
ラ
オ
ス
国
の
北
か
ら
南
に
向
か
っ
て
縦
断 

し
て
い
ま
す
。
人
口
は
６
７
０
万
人
、
そ
の
１
２
％
に
当 

た
る
約
７
８
万
人
が
首
都
の
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
に
集
中
し 

て
い
ま
す
。
ラ
オ
ス
国
の
宗
教
は
仏
教
が
中
心
に
な
り
、 

１
村
毎
に
１
寺
院
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・
経
済
／
２
０
１
３
年
度
の
国
民
一
人
当
た
り
の
国
内
総 

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
１
６
４
６
米
ド
ル
ま
で
伸
び
ま
し
た 

が
、
未
だ
に
教
育
分
野
に
お
け
る
国
家
予
算
の
７
割
を
諸 

外
国
か
ら
の
援
助
に
依
存
し
続
け
、
予
算
不
正
等
の
問
題 

が
絶
え
な
い
な
ど
、
経
済
の
面
に
お
い
て
も
解
決
が
難
し 

い
課
題
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
人
口
／
ラ
オ
ス
は
全
人
口
の
約
半
数
が
少
数
民
族
に
な 

り
そ
の
半
数
が
４
９
の
少
数
民
族
に
分
か
れ
て
い
る
と
い 

う
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
公
用
語
で
あ
る 

ラ
オ
ス
語
を
母
語
と
す
る
ラ
オ
族
が
人
口
割
合
の
半
分
を 

占
め
、
そ
れ
以
外
に
は
、
モ
ン
族
、
カ
ム
族
、
ン
ゲ
族
、 

カ
タ
ン
族
等
に
な
り
ま
す
。
少
数
民
族
の
家
庭
に
生
ま
れ
、 

テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
新
聞
も
な
い
環
境
で
、
生
ま
れ
な
が 

ら
に
独
自
の
少
数
民
族
の
言
語
で
育
っ
て
き
た
人
々
は
、 

ラ
オ
ス
の
公
用
語
で
あ
る
ラ
オ
ス
語
の
読
み
書
き
が
難
し 

い
の
が
現
状
で
す
。 
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今
回
、
移
動
図
書
館
の
配
備
を
検
討
し
て
い
る
ヴ
ィ
エ

ン
カ
ム
郡
に
は
、
多
く
の
少
数
民
族
が
暮
ら
し
、
彼
ら
は

独
自
の
言
語
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
少
数
民
族
の
言
語
で
育

て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
学
校
に
行
け
る
子
ど
も
た

ち
だ
け
が
、
学
校
に
あ
る
教
科
書
を
開
い
て
、
初
め
て
公

用
語
で
あ
る
ラ
オ
ス
語
を
目
に
し
ま
す
。
少
数
民
族
の
独

自
の
言
語
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
公
用
語
は

第
二
の
言
語
と
な
り
ま
す
。
通
常
の
初
等
教
育
で
あ
れ
ば
、

小
学
校
の
低
学
年
で
慣
れ
親
し
ん
だ
言
語
（
母
語
）
の
基

礎
固
め
を
行
い
、
高
学
年
に
な
っ
て
母
語
の
応
用
力
を
身

に
着
け
、
そ
の
後
に
、
第
二
の
言
語
の
習
得
に
進
み
ま
す
。

日
本
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、 

母
語
は
日
本
語
に
な
り
、
第
二
の 

言
語
は
小
中
学
校
で
学
ぶ
英
語
に 

な
り
ま
す
。 

ヴ
ィ
エ
ン
カ
ム
郡
の
多
く
の
教 

員
は
、
ラ
オ
ス
語
を
第
二
言
語
と 

し
て
少
数
民
族
の
子
ど
も
た
ち
に 

適
し
た
授
業
を
行
う
た
め
の
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い

ま
せ
ん
。
状
況
に
対
応
し
て
い
な
い
授
業
は
子
ど
も
た
ち 

の
や
る
気
を
失
わ 

せ
、
子
ど
も
た
ち 

は
次
第
に
学
校
へ 

の
興
味
も
失
く
し 

そ
の
結
果
、
退
学 

や
留
年
の
数
値
を 

高
く
す
る
こ
と
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 
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グ
リ
ー
ン
ポ
ス
ト
の
小
さ
な
旅
（
交
流
会
）
開
催 
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